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サイエンスを開き、

人類の可能性を広げる。

科学情報は、世界中で圧倒的な量と複雑さで存在しています。



私たちの使命は、技術を活用して人類がこの膨大な知識を導
き、活用するのを支援することです。



これらの技術的ソリューションを提供することにより、私たち
は人類が新たな可能性を開き、科学の進歩を促進するのをサ
ポートします。
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これまでの取り組み

【多数】論文解析

Generated by ChatGPT

【FVital】乳幼児音声動画解析

Generated by ChatGPT



これまでの取り組み

【理研】ロボット実験施設 バックエンド開発

Generated by ChatGPT

【京大】創薬AI データベース構築

Generated by ChatGPT



最近は生成AI、AIエージェントの相談が増加



特に科学研究を行うAIエージェントに

関する問い合わせが急増



AIエージェントに関する取り組み

http://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000059896.html



AIエージェントに関する取り組み

飲料メーカー（PoC検証中）

製薬企業（PoC開始予定）

製薬企業（構想段階）


自動車メーカー（構想段階）

理研・筑波大学・東京科学大学（構想段階）



今日のテーマ



ライフサイエンス研究への

AIエージェント活用の鍵



AIエージェントとは



AIエージェントとは

「世界を観察し、自由に使えるツールを使って行動することで、
目標を達成しようとするアプリケーション」

https://www.kaggle.com/whitepaper-agents



大規模言語モデル（LLM: Large Language Model）との違い

LLM
テキストの理解と生成に特化

入力に対して単一の応答を返す

知識は学習時点までのデータに基づく

LLMを中核として、それに追加機能を組み合わせたシステム

目標達成のために複数のステップを計画・実行

外部ツール（検索、計算、データベースなど）を使用可能

環境からのフィードバックを受けて行動を調整できる

メモリ機能により過去のやり取りを記憶・活用できる

AIエージェント

https://www.kaggle.com/whitepaper-agents



AIエージェント 

in Computer Science



The AI Scientist (Sakana AI)  
[Lu 2024, arXiv:2408.06292; Yamada+ 2025, arXiv:2504.08066]

2024-08-12 v1
“the first comprehensive framework


for fully automatic scientific discovery”
一定レベルで機械学習研究の自動化を達成



先行研究の調査

アイディアの創発


実験（コードの生成・実行）

実験結果の分析


執筆

レビュー

https://sakana.ai/ai-scientist-jp/



The AI Scientist (Sakana AI)  
[Lu 2024, arXiv:2408.06292; Yamada+ 2025, arXiv:2504.08066]

2025-03-13 v2
“The AI Scientist Generates 


its First Peer-Reviewed Scientific Publication”
国際会議のWSレベルを達成



3本のAI生成論文を提出し、1本が採択

提出論文のtop 45%に位置するスコア



査読者にはAI生成論文が

含まれることのみ通達


（どれがAI製かは明かされず）

https://sakana.ai/ai-scientist-first-publication-jp/



AIエージェント

in Life Science



AI co-scientist (Google)

[Gottweis+, arXiv:2502.18864]

“virtual scientific collaborator”



AI co-scientist (Google)

[Gottweis+, arXiv:2502.18864]

“virtual scientific collaborator”



Robin (FutureHouse)

[Ghareeb+, arXiv:2505.13400]

“Multi-agent system for automating scientific discovery”



Biomni (Stanford University)

[Huang+, bioRxiv:2025.05.30.656746]

“A General-Purpose Biomedical AI Agent”



汎用AI Scientist



ToolUniverse (Harvard University)

[Gao+, arXiv:2509.23426]

“ecosystem for building AI scientists”



Kosmos (Edison Scientific*)  *�FutureHouseが営利目的の活動のために立ち上げたスピンアウト


[Mitchener+, arXiv:2511.02824]

“An AI Scientist for Autonomous Discovery”



どういう仕組み？


どれくらい信頼できる？



AI エージェント 

in Life Science

- Biomniを題材に深掘り -



Biomniとは？

スタンフォード大学が開発した

汎用バイオメディカルAIエージェント



150の専門的ツール、59のデータベース、

105のソフトウェアを活用可能



無料のウェブアプリケーション

Apache 2.0のソースコード



どんなことができるか？（Biomniウェブサイト内事例より）

Variant interpretation（変異解釈）

Perturb-seq data analysis（Perturb-seq データ解析）

ADMET property prediction（ADMET特性予測）

Cloning protocol design（クローニングプロトコル設計）

CRISPR screen design（CRISPRスクリーニング設計）

Rare disease diagnosis（希少疾患診断）

Molecular docking（分子ドッキング）

scRNA-seq annotation（シングルセルRNA-seqアノテーション）


                                                                                                                  etc.





Key components
Biomni-E1: バイオメディカルエージェントが利

用可能な統一された環境。さまざまなデータ
ベースやツールへのアクセスが可能な環境。

Biomni-A1: 広範なバイオメディカル領
域にまたがるタスクを（あらかじめ定め
られたテンプレートなしに）遂行可能な

汎用的なエージェント。



特徴① 大量のツール、データベース、ソフトウェアを利用可能

25分野の文献からよく使われているツール、データベース、ソフトウェアを抽出

エージェントが利用可能なアクション空間（conda環境）Biomni-E1を作成



特徴① 大量のツール、データベース、ソフトウェアを利用可能

ツール（Tools） - 150個

特定の生物医学タスクを実行するための専門的な
機能やアルゴリズム

具体例：


BLAST検索を実行する機能

タンパク質の3D構造を予測するAlphaFold

遺伝子オントロジー（GO）解析ツール

系統樹作成アルゴリズム

プライマー設計ツール


特徴：

特定の目的に特化

入力→処理→出力が明確

Biomniが直接呼び出して使用



特徴① 大量のツール、データベース、ソフトウェアを利用可能

データベース（Databases） - 59個

生物医学情報を保存・提供するデータリポジトリ

具体例：


PDB：タンパク質3D構造データ

GenBank：DNA配列データ

ClinVar：臨床的変異情報

KEGG：代謝経路情報

DrugBank：薬物情報


特徴：

情報の保存と検索が主目的

定期的に更新される

クエリを送って情報を取得



特徴① 大量のツール、データベース、ソフトウェアを利用可能

ソフトウェア（Software） - 105個

より広範な機能を持つ汎用的なプログラム環境

具体例：


R：統計解析言語環境

Bioconductor：Rの生物情報学パッケージ群

samtools：配列データ処理ソフト

GATK：ゲノム解析ツールキット

ImageJ：画像解析ソフト


特徴：

複数の機能を含む統合環境

コマンドラインやスクリプトで操作

他のツールの基盤となることも多い



特徴② 動的なツール選定に基づくプロンプト更新

全リソースの収集: 利用可能な全ツール、データレイク項目、ライブラリを収集

プロンプトベースの選別: ユーザーのクエリに関連するリソースのみを選択

システムプロンプトの更新: 選別されたリソースのみでシステムプロンプトを更新

Function Dictionary:  

In your code, you will need to import the function location using the following dictionary of functions:  

biomni.tool.genomics: [tool1, tool2, tool3, ...]  

biomni.tool.pharmacology: [tool4, tool5, tool6, ...]  

...  

初期プロンプト

ツール選定後のプロンプト

Function Dictionary:  

Based on your query, I've identified the following most relevant functions that you can use in your code:  

biomni.tool.genomics: [tool1, tool3]  # クエリに関連するもののみ  

IMPORTANT: When using any function, you MUST first import it from its module.  



特徴③ CodeAct  [Wang+, arXiv:2402.01030] の採用

エージェントにコードを書かせて実行させる



評価

a. 主要なベンチマーク

b. 新たに作成した「実世界の研究目標を反映するような」ベンチマーク



AIエージェントをどう評価するか

ライフサイエンスにおける

エージェント研究は

3つの段階で評価



2. 独自ベンチマークでの評価

3. ウェット実験で評価

1. 既存ベンチマークでの評価




GPQA: A Graduate-Level Google-Proof Q&A Benchmark 

大学院レベルの科学問題を集めた高難度ベンチマーク



形式：多肢選択式


対象分野：生物学・物理学・化学


問題数：448問

https://arxiv.org/pdf/2311.12022

https://arxiv.org/pdf/2311.12022


HLE: Humanity's Last Exam

LLMの限界に挑むために設計された


マルチモーダルな学術ベンチマーク



形式：多肢選択式＋短答式


対象分野：数学、人文学、自然科学など、幅広い学問分野


問題数：2,500問

https://agi.safe.ai/ https://www.futurehouse.org/research-announcements/hle-exam

https://agi.safe.ai/
https://www.futurehouse.org/research-announcements/hle-exam


LAB-Bench: Language Agent Biology Benchmark

科学研究の現場でLLMが本当に使えるかを問う


実務直結型の生物学ベンチマーク



形式：多肢選択式


対象分野：主に分子生物学および生命科学


問題数：2,457問


8種の情報の取り扱いを評価


FigQA: 図


TableQA：表データ


DbQA: DB


SuppQA: 補足資料


ProtocolQA: 実験プロトコル


SeqQA: DNAやタンパク質などの配列


LitQA:  論文
https://www.futurehouse.org/research-announcements/lab-bench-measuring-capabilities-of-language-models-for-biology-research

https://www.futurehouse.org/research-announcements/lab-bench-measuring-capabilities-of-language-models-for-biology-research


AIエージェントをどう評価するか

ライフサイエンスにおける

エージェント研究は

3つの段階で評価



1. 既存ベンチマークでの評価


3. ウェット実験で評価
2. 独自ベンチマークでの評価




AIエージェントをどう評価するか

ライフサイエンスにおける

エージェント研究は

3つの段階で評価



1. 既存ベンチマークでの評価


3. ウェット実験で評価
2. 独自ベンチマークでの評価


Biomni (Stanford)

現実的な研究タスクにおける汎化性能を評価

するため、遺伝学、ゲノミクス、微生物学、薬
理学、臨床医学にまたがる8つの新しいバイオ

メディカルベンチマークを作成



Robin (FutureHouse)

2024年6月にLAB-Benchを公開

⁨それを使ってエージェント開発



AIエージェントをどう評価するか

ライフサイエンスにおける

エージェント研究は

3つの段階で評価



1. 既存ベンチマークでの評価

2. 独自ベンチマークでの評価

3. ウェット実験で評価

Robin (FutureHouse) [Ghareeb+, arXiv:2505.13400]

OriGene (Lingang Lab) [Zhang+, bioRxiv:2025.06.03.657658]



最後は人間が実験をして

「有望なものもあった」で終わる論文が多い



有望な仮説・実験条件の生成能力を

直接的かつ定量的に示した論文は見たことがない



人間レベルには遠く及んでいないと推察



まとめ

Biomniは汎用バイオメディカルエージェント



汎用性の源は150の専門的ツール、59のデータベース、105のソフトウェアと

多数のツールが実装されたアクション空間 Biomni-E1



多数のツールをエージェントが混乱せず使える秘訣は

動的なツール選定によるシステムプロンプトの更新

CodeActアーキテクチャ



OSSかつツールの追加が容易なため、拡張性が高い

→ 弊社でもクライアントワークや社内研究にカスタマイズしたものを活用



AI エージェントを開発するには



ハンズオン
Google Agent Development Kitを使って、文献検索をするエージェントを開発

投影するコードおよびドキュメントはアンケート回答者に配布

https://google.github.io/adk-docs/



おすすめのNext Step



Next Step: Lv. 1

KosmosBiomni

https://platform.edisonscientific.com/https://app.biomni.stanford.edu/

研究特化型のエージェントサービスを利用して、仮説生成、データ分析などを試してみる



Next Step: Lv. 2
OSSのツールやシステムプロンプトをカスタマイズ

Biomni

https://github.com/snap-stanford/Biomni



Next Step: Lv. 3

AI Agent Tutorial (Science Aid)

Google ADKなどのフレームワークを使ってオリジナルのエージェントを開発

アンケート回答者に配布



最後に



研究成果の製品化支援研究支援

AI活用研修・

ワークショップ

研究データを活用した 
関連業務支援

AI for Science

研究の企画～実験の実施～データの
解析まで、研究活動の全フェーズを
ご支援致します。

調査、教育、コンサル、開発まで幅広く支援します

規制対応や各種申請書類の作成など、
研究データを用いた関連業務を 
ご支援致します。

カスタマイズされた研修プログラムや
業務推進のためのワークショップを
ご提供致します。

試作・スケールアップから製造・品質
管理まで、研究成果の円滑な製品化を
ご支援致します。

Science Aidのサポート領域



AI for Scienceの情報を集めたポータルサイトを立ち上げました

https://portal.science-aid.com/

https://portal.science-aid.com/


アンケート & QA

アンケート回答者にはハンズオン資料を配布します


ご協力お願いいたします

https://rcjbd.share-na2.hsforms.com/2rBEi4_xjSX6pNOmb_QwGyg

https://rcjbd.share-na2.hsforms.com/2rBEi4_xjSX6pNOmb_QwGyg

